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ては多くの研究がある（竹山 1994, 2002, 2005; 山本 2002; 貴志 2006; 佐藤 



















　1927 年 3 月に，オランダは世界初の植民地放送を開始した（佐藤 1974: 
31）。工業都市アイントホーフェンに拠点を置くフィリップス白熱電球会社
による，西部ジャワ最大の都市バンドゥンに向けた放送がそれであった。同





報じている（『国際時報』第 2巻 18 号）。
　1930 年頃から，インドネシアではクラブ組織のアマチュア諸団体 3が都市
で放送を始めていたが，1932 年 6 月に蘭領東インド放送会社（NIROM）が
バタビアに設立され，1934 年から本放送を開始して放送の組織化がはかられ
た（日本放送教会 1943: 309-310）。





年 ヨーロッパ人 インドネシア人 その他アジア人 合計
1935 19,020 4,411 4,135 27,566
1936 25,681 7,259 6,088 39,028
1937 32,756 12,238 9,468 54,462
1938 39,919 18,173 12,817 70,909
1939 45,039 25,608 16,863 87,510
1940 50,054 31,539 20,275 101,868
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図 1：日本占領期初期バタビアのラジオ相談所 4 の広告
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ある。
3-2. ジャワ軍政における段階的放送管理
　ジャワ軍政当局は，ジャワ島上陸から 3ヵ月後の 1942 年 6月 16 日に，布
告第 21 号「ラヂオ取締ニ関スル件」を発令して放送と受信機の管理を開始






　このため，布告 21号によって主要都市は同年 6月 30 日，そのほかの地域


















が徹底された（KAN PO No.1: 31）。
　「ラヂオ取締ニ関スル件」の発令以降，ジャワ各地でラジオの取締は強化
されていった。ここでは，いくつかの例をみてみよう。
　西部ジャワの最大の都市バンドゥンでは，1942 年 9 月 10 日にラジオ取締














　東部ジャワ最大の都市スラバヤでは，1942 年 9 月 30 日に周波数制限の加





のマラン州では，1942 年 11 月 5 日，同州在住のイギリス人，アメリカ人，
オランダ人のラジオ受信機の没収が告知された。また，軍人，民間人問わず，
刑務所収容者は，本人だけでなく家族が所有するラジオ受信機も没収 10 され
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ることになった（KAN PO No.7: 15）。後述するように，1945 年 6月の治政令
第 27号「ラヂオ放送受信機警戒の件」によって，特別許可を受けた者以外は，
ジャワ全土で一律にラジオ受信機が没収されることになった。しかし，同州
では 1942 年 11 月の段階で一律ではないにせよ，いちはやくラジオ受信機の
没収がはじまっていたことになる。
　また，スラカルタでは，1942 年 11 月からラジオ受信機所有者に，月額 1
ルピアの支援費（uang sokongan）の支払いを義務づけることになった（KAN 




うになる。まず，1943 年 3 月 19 日には治監令第 2号「無線通信機器同部分








　1943 年 6月 11 日には，治政令第 18号「ラヂオ取締令」が出された（治官
報第 8号 : 1）。「ラヂオ取締令」は，ラジオ受信機の登録と周波数の加工（第
1条）については前年の「ラヂオ取締ニ関スル件」の内容とほぼ同一であるが，
違反者に対する 3ヶ月以下の監禁または 500 円以下の科料という罰則が関連
法令ではじめて明記された（第 2条）。そして，「ラヂオ取締令」を実効化す
るために，同年 6月 12 日の軍政監告示第 8号によって，全ジャワのラジオ
受信機所有者は，一律に 6月 30 日までにラジオごとに州県，侯地事務局，
（ 22 ）
特別市に届出が表 2に示した事項の登録が義務化された 13。














池山の見解は，1942 年の「ラヂオ取締令」から 1944 年の「ラヂオ取締ニ関
スル件」まで，ジャワ軍政当局が一貫して外国放送を警戒していたことを傍
証している。
　ジャワ軍政におけるラジオ受信機管理の最終的な法令は，1945 年 6 月 13
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で懲役 1年又は 1000 ルピアの罰金，第 5条から 6条に対する違反には最高











番号 氏名 判決 判決機関
17 A 2 年 地方法院
18 B 1 年 3ヶ月 地方法院
19 C 1 年 3ヶ月 地方法院
20 D 7 年 軍律会議
24 E 1 年 地方法院
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出典：『ジャワ・バル』1943 年 2月 15 日号，p.17 より転載。
（ 26 ）









































































































日本語 毎日 1回 30 分
簡易なる日本語（現地人向） 毎日 1回 5分 
マライ語 毎日 3回 45 分
ジャワ語 毎日 2回 30 分














（1）日本語講座 講本を使用し毎週月水金の 3回各 30分宛
（2）現地人のための日本語報道 毎週 1回，5分間，特に簡易な日本語で編
集
（3）日本唱歌指導 毎週 4回，各 10分宛
△学校放送と子供の時間
（1）学校放送
































　1942 年 7月に中部ジャワの都市スマランの宣伝班は，同市内 6箇所にラジ
オ受信機を設置して，住民向けに 17時半から 24 時までニュースや音楽の放



















































































2月 5日開催）で，ジャワにおける非識字者の割合を統計では 94.5 パーセン
トであると発言している（旧慣制度調査委員会 戸田復刻 第 6回 : 6）。また，
朝日新聞から出向し，ジャワ新聞社社長に就任した鈴木文四郎は，ジャワの
識字率について「此の五千万ノ大衆ノ中文字ノ読メルモノガ三分トカ四分」


















































































出典：『ジャワ・バル』1945 年 7月 15 日号，p.8 より転載。
　図 4 は，放送管理局の職員・ストモの「ラジオと国民」（Radio dan 
Masjarakat）と題する論説が『ジャワ・バル』誌に掲載されたときに付され




























































ある（Kurasawa 1987; 倉沢 1989,1992,2009）。
3　 ジャワにおけるアマチュア放送局については，ヘリー・マルディアントとアント










年 10 月末までにシンガポールに 50kW短波，マニラに 10kW短波，ラングーンに
10ｋＷ短波の放送施設の建設が計画された。次いで，第二次としておもに占領地の






















Nasional Republik Indonesia 1988: 29-30）。
10　同様の処置は，ジョグジャカルタでも実施された（KAN PO No.7: 19）
11　例外は以下であった（治官報第 5号 : 4）。









13　 放送局がある地域では，放送局でも登録が可能とされた（治官報第 8号 : 5-6）。
14　 池山は当時の戦況を「皇国浮沈の瀬戸際」（池山 1944: 59）と述べている。池山の
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